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美術教育における役割モデルとして、 美術作家美術批評家、 美術批評家、 美術史家、 美学
者の四つの専門家を提案したことに協力してグリアが美術教育研究誌において学術用語と
して明確に主張したとする。






と論争を招き、 「啓蒙の時代」から 「論争の時代」へと転換して行ったとする 。1980年代
後半から始まった論争は伝統的な創造的表現主義者からの批判者とゲッテイ・センターに
支援されたDBAEの擁護者と間で始まる 。その批判は大きく 3つに分けられるとする 。
第 1は、 DBAEは教科内容を子どもに注入的に教え込むもので、子どもの発達を無視し
創造性を抑圧するとういう批判。第 2は、美術活動の本質である作品制作を経視し、 「作











































































柴田和豊：宮脇理編 現代美術教育論 pp. 1-23 建吊社 1985 
著者は、 1945年の持つ意味の大きさをまず確認し、それ以後の美術教育がどのような役




































































































































































































4.工作的活動、 5.切り貼り的活動、 6.コラージュ、アッサンプラージュ的活動、 7.
リサイクル的活動、 8．装飾的活動、 9.描画材（クレヨン、絵の具等）による色遊び的
活動、 10.造形行為の過程および結果を楽しむ活動、 1.落書き的活動、 12.アースワー
ク的活動、 13.エコロジカル・アート的活動、 14.見立てに基づく活動、 15.材料・造形
物で遊ぷ活動、 16.パフォーマンス的活動 17.マルチメディア的活動
●児童の美意識と鑑賞指導の基本問題


























































































































































竹内博：美術科教育学会編 美術教育学第14号 pp.203-212 1992 
本論文では、まず、発達を消失や退行・停滞などを含む重層的な過程として捉えること
の必要性について論じ、 4点の発達研究方法の基本的視覚について示し、発達研究が自己
同一化に向けての発達課題の明確化にとって欠くことができないことを明らかにしている 。
次に、造形表現の具体相として子どもの絵画表現を取り上げ、図式表現の見直し、序述
表現の再評価、空間表現を読み解く空間認知の枠組の解明について、具体的に論じ図式に
おいてシェマの同化作用が現実の取り込みにある点に注目したり、リュケの「知的写実性」
を同化の視点から意味付け再評価している。そして、象徴的表現がシェマの実技技能とし
ての調節作用にあるとの仮説を出している。今後の課題として、 主体と他者・客体とのか
かわりの追求をあげ、自己同一化に働く自己受容性の感覚の作用とその発達を明らかにす
ることをあげている。
注 （未完）
l) 最近の研究論文の全てを収集し整理することは、データ・ベース作成の作業である 。
本稿ではそうした目的も将来的には含んでいるが、むしろ現段階では美術科教育の今
後の研究テーマの探索にあるので、将来、研究のテーマとなり得るような研究資料を
取り上げて解説している。
2) 研究資料の分類に関しては、理念、内容、歴史などが可能であるが、本稿では今後
の研究テーマの探索のために、大きく理念的内容と実践的内容に関する研究資料を筆
者の見解から選択し、記述した。
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